
２０２３年 ７月１３日 

日本原子力発電株式会社 

 

 

東海発電所 協力会社社員の負傷について 

 
 

東海発電所は廃止措置中のところ、２０２３年７月１３日９時３０分頃、発電所構内

道路において、協力会社社員が自転車運転中に道路のグレーチング※上で転倒したことに

より負傷したため、業務車両で病院に搬送しました。 

 

その後、搬送先の病院において、右鎖骨骨折と診断されました。現在、当該協力会社

社員は自宅で療養中です。 

今後、負傷した原因について調査し、必要な対策を行ってまいります。 

 

※金属で作られた格子状の蓋であり、道路の側溝などに使用 

 

添付資料：東海発電所 協力会社社員の負傷について 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



添付資料 

 

東海発電所 協力会社社員の負傷について 

 

【被災時のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グレーチング 

グレーチングの溝に自転車の 

タイヤがはまり転倒した 


